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手順  効率的手順 分解 型  抽象化 評価 
Approach 
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②  プログラミングを経験していない指導者が理解しやすい言葉で表す  
③  目的が明確で子供にも意識しやすい汎用性のある言葉で活動として表す   
以上の３点に留意し，表２のようにプログラミング的思考について４つの考え方とそれぞ






























    a-2 手順を組み合わせる 使える手順を上手く組み合わせえ，別の手順にする
b 合 性を追 する（早く、簡単に，正確に） 手順をさらに合理的・効率的にしようとする
c 客観的に判断する（評価する） 主観を入れずに，情報から分かることを判断する
－ 33 －






















































































































































































































































































①  教室から出て調べる活動  
②  自然や動植物と触れ合う活動  
③  オモチャなどを作って遊ぶ活動  
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＜表５ 生活科の主な活動におけるプログラミング的思考を育める場＞  
－ 38 －
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※ １ Logo 
















１ 新学習指導要領 2017 文部科学省 
２ Computing Progression Pathways   2015 CAS(Computimg At School) 
３ 小学校段階におけるプログラミング教育の在り方について（議論の取りまとめ）
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